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論 文 内 容 の 要 旨

これまでの脊髄損傷に関する多 くの研究は主として組織学的になされたものが主であり, 生化学的代謝

面よりなされたものはきわめて少ない｡ したがって著者は, 家兎について脊髄損傷後における血液成分の

変動を生化学的に追求することを重要と考え, 血清カルシュウム, 無機燐の消長を測定 した｡ 健康成熟家

兎60匹について, 実験的に胸椎N- V , Ⅷ- Ⅸ, 胸腰椎移行部, 腰椎Ⅵ- Ⅶの各部位にて椎弓切除術を行

ない, 脊髄損傷後麻韓に至らしめた｡ 術後翌日, 3 日目, 術後 1 週間ごとに 4 回, 1 か月以後は月 1 回の

割合に血清カルシュウム, 血清無機燐含量の変動を 3 ないし7 か月にわた り追求し, 損傷脊髄の組織学的

変化と術後症候を観察して次の結果を得た｡

1) 健康成人, 成熟家兎の正常値およびその季節的変動は諸家の報告とよく一致した0

2) 実験動物の術後経過良好群 (19例) と不良群 (18例) の血清成分値の変動について

a) 血清カルシュムウは良好群では術後翌日は著滅して, 第 1 週目でほぼ術前値に近づき, 1 ないし

3 週にわたって増量して, 術後 3 ないし8 週は高値を続け, 特に第 8 週で最高値を示す｡ 術後第10遇以

後は漸減して 3 か月後にほぼ術前値に復帰する｡ 不良群では術後翌日の減少率は良好群に比して小さい

が, 第 3 日にて術前値に近 く増加を示し, 術後 1週目に各群の変動曲線は交叉して, 以後は良好群とは

対称的に 1 ないし3 週にわた り漸減して経過末期において最低値を示す｡

b ) 部位別にカルシュウムの消長を眺めると, 良好群においては大きな差は認められないのに比し,

不良群においてほ大きな差を見た｡ しかしこれは別に考えれば, 手術損傷の度合による差とも考えられ,

必ず しも部位による差と判断するのは早計であろう｡

C) 血清無機燐は良好群では, 翌日著減して 3 日目以後漸増 し, 術後 3 ないし8 週にわた り高値を示

し, 術後10週以後漸減して 4 ないし6 か月日に術前値に復帰する傾向が認められる｡ 不良群では術後よ

り著しく増加傾向を示す｡ すなわち, 術後 1 ないし3 週にわた り良好群と同様に増加傾向が著明である

が, 不良群では良好群に比して増加率が高 く, しかも減少傾向が認められない｡
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d) 部位別に無機燐の消長について眺めると, カルシュウムの場合と同様に, 良好群では部位別に大

差なく, 不良群において差が著 しい｡ これの事実の解釈は, カルシュウムの場合と同様であろう｡

e) C a x P 値について, 良好群 と不良群との間に判然とした差が認められ, 主として病変による差

と解釈されるが, 術後病変が高度で麻痔回復のきざしが見られない｡ 不良群では早期において低値を示

す｡ また, 部位別による差は良好群においては認められないが, 不良群の胸髄上部損傷群では特に低値

を認める｡

f) P/Ca 値について, 血清無機燐の増量率は血清カルシュウムの増量率に比して一般に大で, しか

も術後病勢進行のものにおいて著しく高 く, 最高増量期および術前値に復帰する傾向はややお くれるた

め, 良好群, 不良群の間には有意の差が認められる｡ これは主として術後病変によるものと考える｡ 又,

部位別による差としてほ, 良好群, 不良群ともに有意の差は認められない｡

g) 上記測定値は, 術後麻痔回復のきざしを認めるとともに良好群では術前値に近づく傾向を示すが,

不良群では変動が不規則であるとともに, かかる傾向が認められない｡

3) 上記血清成分値の変動 と術後症候に基き, 損傷脊髄の組織学的変化を照応して相互に関連ある所見

を認めた｡

4) また, 一定期間内における少数の臨床例と比較すると, 脊髄損傷および脊髄手術後の患者を対象と

して, 血清カルシュウム, 無機燐の変動経過について相通ずるところがあり, かつ, 実験例におけるより

も消長の位相がお くれ, 変動値がやや著明である点を認めた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

脊髄損傷後の血清カルシュウム (以下血清 C a と略記) および無機燐の変動を究明するため, 家兎を用

い胸椎中部, 胸膜推移行都, 腰椎下部に椎弓切除術を行なった後, 脊髄に鈍的損傷を加え, 血清 C a およ

び無機燐を 3 ないし7 か月にわた り測定 し, 損傷脊髄の組織学的変化と術後の症候とを対比検討したもの

である｡

血清 C a は麻樺の漸次回復する経過良好群では手術翌日は著減するが, 爾後次第に増加して第 1 週目で

ほぼ正常値に近づき, 第 8 遇で最高値を示すが, 3 か月後にははば術前値に近 くなる｡ しかるに麻痔回復

のきざしなく2 - 3 週以内に発死した経過不良群では変動が不規則で手術翌日の C a 減少率は良好群に比

し小さいが第 3 日目にすでに術前値に近 く増加し以後は漸減して経過末期において最低値を示し, 正常値

への回復傾向を示さない｡

無機燐は血清 C a の消長とほぼ類似の曲線をもって変動するが術前値への回復には経過良好群では 4 -

6 か月を要し, 不良群では増加率が良好群よりも高 く, しかも減少傾向が認められない｡

脊髄損傷および脊髄手術後の患者では動物実験例にくらべると消長の位層がお くれかつ変動値がやや著

明であることを知った｡

このように本研究は学術的に有益であり, 医学博士の学位論文 として価値あるものと認定する｡
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